








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Council of Europe (2001)θθ″2r2θ″ Elrrθρθ′fl
Frarllθ 7οr力 θr Rθ力rθコθθ 力rι′f2gtragθsr
Zθar″あg rθ′ヵぁg ttssθmer2′.Cambridge:






Goffman,E.(1959)T力θ Presθ″″′′ο″θF SθfF f″
Everyday'■.Doubleday&Company.石黒
毅訳 (1974)『行為 と演技 一 日常生活におけ
る自己呈示』誠信書房
茂呂雄二 (2002)「ディアロギスム′亡、理学の構想 一

















Baた力tinr Crθ′ιゴθ″ θr a Prθs′ゴθs. Stanford,













PヵnOsoρヵy θr ι2″guagθ.Harvard University
Press.(『マルクス主義と言語哲学』のロシア語
版からの英訳)
※ 出版年が2つ書いてある場合は、前者が原著出
版年で、後者が翻訳出版年である。バフチンの『マ
ルクス主義と言語哲学』の原著は1929年出版で、
邦訳は『言語と文化の記号論』(北岡訳,1980)
と『マルクス主義と言語哲学』(桑野訳 ,1989)
がある。2つの邦訳については、アレクセイ・
パルキン氏 (言語心理学、大阪大学客員研究員
(当時))の協力も得て、ロシア語原典及び英訳
との照合作業を行った。その結果、北岡訳の方
が原著の意を汲んで適切な日本語に訳されてい
ると判断されたので、本稿では北岡訳を採用し
ている。同書の英訳は文献 リス トのVolosinov
(1929/1973)である。同書の原著者問題について
は種々議論があるが、日本では一般にバフチン
であるとされているので、本稿でもその解釈に
従った。
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